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平
成
―
二
年
年
頭
の
所
感
◇
文
部
大
臣
中
曽
根
昼

巻
頭
言

14

国
叡
文
化
交
流
の
推
進

I
磯

村

尚

徳

て
い
該

16

ニ
＇
年
紀
の
国
、
文
化
呑

を
う
え
―

論
文

26

国

文

化

エ
ッ
セ
イ

30
人

は

族

に

る

I

I

ー

ー

横

井

32
ケ
ル
ン
に
お
け
る
東
大
寺
展

□
仁
ア
デ
ー
レ
・
シ
ュ
ロ
ム
ス

、＂＇事
例
紹
介
①

34
静
岡
発
『
希
望
へ
の
貌

(
C
R
E
A
T
I
N
G
H
O
P
E
)』

「
第
ビ
回
シ
ア
タ
ー
⑰
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」
開
催

第

2
回
シ
ア
タ
ー
上
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
実
行
委
員
会

事
例
紹
介
②

36
芦
唸
暇
8

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
⑲
イ
ン
⑳
レ
ジ
テ
ン
ス

多
様
な
価
値
創
造
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
出
に
向
け
て
i
ー
神
奈
川
曝
藤
野
町

事
例
紹
介
⑧

38
敦
煙
文
化
財
の
保
存
修
復
に
関
す
る
日
中
共
同
研
究

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

事
例
紹
介
④

40
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
文
化
遺
産
保
護
協
力
活
動
の

国
内
拠
点
奈
良
に
開
設

財
団
法
人
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
遺
産
保
護
協
力
事
務
所

見
聞
記

42

山
形
県
高
校
生
代
表
訪
中
団

ハ

ル

ビ

ン

市

師

範

学

校

と

の

交

流

会

に

つ

い

て

宝

崎

幸

雄

解
説

44
解

説

|

文

化

庁

長

官

官

房

総

務

課

文

化

政

策

室

44
文
化
庁
の
国
際
交
流
・
協
力
に
関
す
る
施
策

48
国
際
交
流
基
金
に
よ
る
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

5
1
日
韓
文
化
交
流
会
議
に
つ
い
て

に
お
け
る

の
役
割

ー

高

階

秀

爾

ー

（

出

席

者

）

百

《
一、

J
 

泰

邦

／

永

井

多

恵

子

／

林

田

英

樹

78
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス
‘

80
刊
行
物
紹
介

82
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

83
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
ー
々
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7
 焦

点
ー
文
教
施
策

64
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

70
文
部
省
Q
&
A

72
都
道
府
県
発

曇
敦
育
。
学
術
・
文
化
心
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

茨

城

県

、

群

馬

県

桐

生

市

、

神

奈

川

県

小

田

原

市

、

鹿

児

島

県

74
め
ざ
せ
シ
ド
ニ
ー
五
輪

国

立

三

瓶

青

年

の

家

12
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

ー
自
転
車
競
技

ー
ロ
和
久

表
3
文
化
財
紹
介
特

別

史

跡

乎

城

宮

跡

に

再

現

さ

れ

た

東

院

庭

園

無
垢
の
笑
い

心―

--—一、一

4
こ
の
道
を
行
く

万

世

大

路

大

滝

宿

跡

ー
ー
柚
沢
市
荻
須
記
念
美
術
館

（
愛
知
県
）
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化

し
た
。

の

日
韓
文
化
交
流
会
議
は
、
平
成
一

0
年
一

0
月
の

金
大
中
（
キ
ム
・
デ
ジ
ュ
ン
）
大
統
領
の
訪
日
に
際

し
、
両
国
首
脳
で
合
意
、
発
表
さ
れ
た
「
共
同
宣
言

ー
ニ
―
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
」
の
精
神
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
醸
成
さ
れ
て

き
た
両
国
間
の
友
好
協
力
の
雰
囲
気
を
さ
ら
に
実
質

的
、
か
つ
具
体
的
に
高
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
平
成

―
一
年
三
月
に
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
日
韓
首
脳
会

談
の
際
に
、
民
聞
レ
ベ
ル
の
「
日
韓
文
化
交
流
会
議
」

と
に
な
り
、
平
成
一

を
設
置
す
る
こ
と
で
原
則
合
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
日
韓
両
国
の
文
化
。
芸
術
界
の
方
々

を
中
心
と
し
て
、
両
国
の
「
日
韓
文
化
交
流
会
議
」

メ
ン
バ
ー
が
そ
訊
ぞ
れ
次
の
と
お
り
構
成
さ
れ
る
こ

一
年
六
月
一
八
日
正
式
に
発
足

「
日
韓
文
化
交
流
会
議
」
は
、
毎
年
一
回
全
体
会
議

を
開
催
す
る
計
画
で
あ
り
、
ま
た
、
同
会
議
の
効
果

的
運
営
と
全
体
会
議
の
準
備
r

議
題
設
定
な
ど
の
た

め
に
、
座
長
を
含
む
少
人
数
の
会
議
を
随
時
開
催
す

る
方
針
で
あ
る
。

第
一
回
全
体
会
議
は
、
九
月
二
二
日
に
ソ
ウ
ル
で

開
催
さ
れ
、
今
後
の
日
韓
文
化
交
流
の
活
性
化
の
た

日韓文化交流会議メンバー
鬱日本側メンバー（五十音順敬称略 ※は日本側座長）

饗庭孝典（杏林大学社会科学部客員教授）

小此木政夫（慶應義塾大学教授）

千宗室（裏千家家元）

田中優子（法政大学教授）

芳賀徹（京都造形大学学長、東京大学名誉教授）

平山郁夫（日本画家）

広中平祐（山口大学学長）

松尾修吾（株式会社ソニー。ミュージソクエンタ

ーテイメント代表取締役会長）

※三浦朱門（作家）

水谷幸正（浄土宗総合研究所所長）

め
の
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

日
韓
文
化
交
流
会
議
は
、
日
韓
両
国
の
国
民
レ
ベ

ル
の
全
般
的
な
文
化
・
芸
術
交
流
促
進
に
つ
い
て
幅

広
く
協
議
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
日
韓
両
国
の

鬱韓国側メンバー（韓国側指定順敬称略

※池明観（チ・ミョンガン） （翰林大学日本学研究所長）

産相龍（チェ。サンヨン） （高麗大学アジア問題研究所長

高麗大学政治外交学科教授）

※は韓国側座長）

李清俊（イ・チョンジュン） （順天大学碩座教授．、『西便制」著者）

金容雲（キム。ヨンウン） （漠陽大学名誉教授、

数学問題研究所長）

高銀（コ。ウン） （詩人）

姜萬吉（カン。マンギル） （前高麗大学韓国史学科教授）

柳鈎（リュ。ギュン） （韓国放送公社 (KB S)解説主幹）

朴性眼（パク屯‘ノンウン） （梨花女子大学大学院美術史学科教授）

林英雄（イム・ヨンウン） （劇団「サヌリム」代表）

張明秀（チャン。ミョンス） （韓国日報主筆）

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

m 

文
化
交
流
の
増
進
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
場
と

し
て
、
今
後
両
国
間
の
国
民
・
文
化
交
流
を
幅
広
く

推
進
さ
せ
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

51 



●
座
談
会

初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の

接
続
の
改
善
に
つ
い
て

木
村
孟
／
安
西
祐
一
郎
／
大
田
弘
子

岡
田
修
二
／
舘
昭
／
本
間
政
雄

●

論

文

安

原

義

仁

／

矢

野

員

和

●

エ

ッ

セ

イ

川

口

順

子

●
事
例
紹
介
|
ー
神
奈
川
県
立
麻
溝
台
高
等
学
校
ほ
か

「読者からのたより」欄への投稿、「文部時

読者アンケート」を歓迎します。本誌を読

｝での感想、御意見等をお寄せください。

「読者からのたより」投稿規定

釦件につき400字以内 ②住所、氏名、年
，；職業、電話番号を明記（誌上匿名可） ③ 
戟分には薄謝進呈

図章を一部手直しさせていただくことがあ

itす。
'-|00-0013 東京都千代田区霞が関3-2-2

部省大臣官房政策課「文部時報」編集部

子メールでも受け付けております。

「文部時報読者アンケート」

郎時報読者アンケートは添付のはがきの

｀，‘に電子メールでも受け付けております。

名「jiho@monbu.go.jp」

コンピュータネットワークを
利用した文教行政の広報

部省では、我が国の文教施策等を広く皆

計紹介するため、インターネットホームペ

!iを利用しで情報を提供しています。また、

」もホームページ試行版を設け、情報を提

しています。

ムページアドレス：

p://www.monbu.go.jp／（半角入力）
もホームページアドレス：

,://www.monbu.go.jp/kodomohp/index.htm 

●
次
号
(

2

月
号
）
予
告

根
本
二
郎

中
央
教
育
審
議
会

「
初
等
中
等
教
育
と

暉
•
高
等
教
育
と
の

接
続
の
改
善

に
つ
い
て
」
答
申

●
巻
頭
言

初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の

接
続
の
改
善
に
向
け
て
中
曽
根
弘
文

●
答
申
に
当
た
っ
て

「
初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の
接
続
の

改
善
に
つ
い
て
」
の
答
申
に
当
た
っ
て

▽
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
西
暦
二

0
0
0年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
、
い
つ
も
と
は
違
っ
た
気
持
ち

で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
二

0
世
紀
最
後
の
年
、

読
者
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

二
0
0
0年
と
い
え
ば
避
け
て
通
れ
な

い
い
わ
ゆ
る
二

0
0
0年
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
本
誌
編
集
部
と
文
部
省
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ニ

0
0
0年
問
題
対
策
室
と
は
同

じ
部
屋
に
あ
り
、
年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ

そ
の
緊
張
が
高
ま
る
様
子
を
間
近
で
見
て

き
ま
し
た
。
文
部
省
だ
け
で
な
く
各
省
庁

も
不
測
の
事
態
に
備
え
、
年
末
年
始
は
担

当
職
員
が
泊
ま
り
込
む
な
ど
の
体
制
を
と

っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
霞
が
関
界
わ
い

は
例
年
の
年
末
年
始
と
は
違
っ
た
風
景
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

▽
さ
て
、
二

0
0
0年
最
初
の
特
集
は
「
国

際
文
化
交
流
の
推
進
L

で
す
。
我
が
国
が

二
―
世
紀
の
新
し
い
文
化
を
創
造
し
、
文

化
に
よ
る
国
際
貢
献
を
果
た
し
て
い
く
上

で
、
国
際
文
化
交
流
の
推
進
は
不
可
欠
の

も
の
で
す
。
そ
こ
で
特
集
は
、
我
が
国
文

化
の
各
分
野
に
お
け
る
国
際
交
流
の
現
状

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
に
あ

た
る
行
政
の
役
割
な
ど
を
紹
介
す
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
御
一
読
く
だ
さ

、A0し▽
読
者
の
方
か
ら
「
記
念
館
め
ぐ
り
」
で

紹
介
し
て
ほ
し
い
記
念
館
の
御
要
望
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
近
い
う
ち
に
ぜ
ひ
紹
介

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
御
要
望
に

は
で
き
る
だ
け
お
こ
た
え
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
巻
末
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
が
き
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
誌
に
と
っ

て
も
充
実
し
た
一
年
と
な
る
よ
う
が
ん
ば

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

K

.

M

)

お
わ
び
と
訂
正
平
成
―
一
年
ー
ニ
月
号
五
頁
中
「
鈴

木
明
憲
」
は
「
鈴
木
昭
憲
」
、
九
頁
下
段
中
「
ロ
パ
ー
ト
・

ハ
ッ
ケ
ン
ス
」
は
「
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
ッ
チ
ン
ス
」
の
誤
り

で
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記
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